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甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。巨
大
地
震
に
よ
る
大

津
波
が
原
子
力
発
電
所
の
発
電・制
御
機
能
を
奪
い
去
り
ま
し
た
。首
都

圏
へ
供
給
さ
れ
て
い
た
電
力
は
ス
ト
ッ
プ
。計
画
停
電
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

電
力
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
厳
し
い
状
況
に
な
って
い
ま
す
。ま
た
、全
国
に
あ

る
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
率
の
低
下
も
あ
る
こ
と
か
ら
、西
日
本
で
も
電

力
不
足
に
陥
る
と
言
わ
れ
て
は
じ
め
て
お
り
、電
力
供
給
の
あ
り
方
や
節

電
の
必
要
性
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、一年
の
う
ち
で
最
も
多
く
電
力
が
消
費
さ
れ
る
夏
場
を

迎
え
る
に
あ
た
って
、み
ん
な
で
実
践
し
た
い「
夏
の
節
電
」を
考
え
ま
す
。
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節
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高
ま
る
電
力
需
要

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
電
力
は
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。近
年
の
住
宅
事
情
も
電
化
住
宅
が
増
加
す
る
な
ど
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
力
に
頼
る
比
重
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

夏
場
は
冷
房
で
消
費
電
力
量
が
ア
ッ
プ

　

暑
い
夏
、７
月
か
ら
９
月
の
平
日
は
冷
房
需
要
が
増
え

ま
す
。一日
の
中
で
は
14
時
ご
ろ
に
家
庭
を
含
む
全
体
の
電

力
需
要
が
最
も
大
き
く
な
り
ま
す
。そ
の
こ
ろ
の
消
費
電

力
は
、在
宅
世
帯
の
平
均
で
お
よ
そ
１
２
０
０
ワ
ッ
ト
。そ

の
う
ち
エ
ア
コ
ン
が
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
節
電
が
必
要
な
の
か
？

　

供
給
さ
れ
て
い
る
電
力
の
総
量
に
対
し
て
使
う
電
力
が

上
回
る
と
、そ
の
時
点
で
電
力
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
し
、大
規

模
な
停
電
が
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。電
力
供
給
に
不

安
が
あ
る
現
在
、こ
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
も「
節

電
」が
何
よ
り
大
切
で
す
。

電
力
需
要
の
大
き
い
時
間
帯
を
避
け
る

　

家
庭
に
は
１
０
０
０
ワ
ッ
ト
を
上
回
る
電
気
製
品
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。消
費
電
力
の
大
き
い
電
気
製
品
は
、平
日

の
日
中（
９
時
か
ら
20
時
）を
避
け
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

デ
ー
タ
で
見
る

電
力
消
費

１

みんなで

実践 夏 節電の
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出典：資源エネルギー庁推計　平成 16 年度電力需要の概要（平成 15 年度推定実績）

■家庭における用途別の電気使用量

■家庭で使用する主な電気製品の定格消費電力
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※これは定格消費電力の一例であり、実際の消費電力は、製品の種類、使用方法などにより異なります。

■夏期の１日の電力需要（最大需要発生日）
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　家庭にある電気製品すべてで節電を試みたいところですが、「いきなりそ
れはちょっとハードルが高い」と思われる方は、消費電力が多い機器４つに
絞って実践してみましょう。少しずつでも効果あり。家計の負担も軽減します。

今日から実践節電生活2
　家電は直接使用しなくても、機能維持のためやリモコンの操作信号をいつでも受けられる状態を保つために、電
力を消費しています。その割合は家庭の機器使用消費電力のうち、年間６％と見逃せない数字となっています。
　外出時や長期間使わない機器は、プラグを抜く習慣をつけておきましょう。コンセントからプラグを抜くだけで金額
に換算すると１台につき年間約２,５００円の節電になります。
　これから家電を買い換えようと思われる方は、省エネタイプのものを選びましょう。

見逃せない待機時消費電力

テレビ 冷蔵庫№2№4
　夏場は食品が傷みやすいので冷蔵庫は欠かせません。詰め込みすぎたり頻繁に開け閉めしたりすると
余分な電力を消費するので避けましょう。

　見たい番組がないのに、なんとなくつけていませんか？つけっぱなしにしたままほかのことをすると無駄に
電力を消費します。

○ものを詰め込みすぎない（詰め込んだ場合と半分にした場合の比較）
　→　４３.８４kWh、約９６０円の節約
○無駄に開閉せず、開け閉めは短時間で
　（５０回から２５回に。２０秒を１０秒に）
　→　１６.５０kWh、約３６０円の節約
○設定温度を「強」から「中」に
　→　６１.７２kWh、約１,３６０円の節約
○壁から適切な間隔をあけて設置（天井と両壁が接する場合と比較）
　→　４５.０８kWh、約９９０円の節約

○画面の明るさを適度に調節（画面の輝度を最大から中にする）
　→　ブラウン管の場合、２９.８９kWh、約６６０円の節約
○音を抑える（音量を最大から中にする）
　→　ブラウン管の場合、２.４６kWh、約５０円の節約
○見ないときは消す（１時間の短縮）
　→　ブラウン管の場合、３１.８６kWh、約７００円の節約
　　　液晶の場合、１５.００kWh、約３３０円の節約

消すときは主電源をOFFに 冷蔵庫を整理しよう

・食べ残したものや消費期限切れのものは捨てる
・調味料や缶詰など常温保存できるものは冷蔵庫に入れない

・リモコン待ちの状態でも電力を消費します。
・リモコンからではなく主電源を切る癖をつけましょう。

照明器具№3
　省エネ型の照明器具に取り替えるだけで節電効果大。うっかり照明の消し忘れがないように。

○省エネ型のものに取り替える
　（白熱電球５４Wから蛍光ランプ１２Wに）
　→　８4.00kWh、約１,８５０円の節約
○点灯時間を短くする（1日1時間短縮した場合）
　→　白熱電球の場合、１９.７１kWh、約４３０円の節約
　　　蛍光ランプの場合は、４.３８kWh、約１００円の節約

掃除をこまめにしよう

・照明のかさやカバーの汚れを取ることで明るさが増し、照度設定を１段階下げられます。

エアコン№１
　できれば扇風機で我慢したいところですが、無理をすると熱中症になる危険性もあるので、エアコンを上
手に使いましょう。

○室温は28℃を心がける（27℃から28℃に設定）
　→　30.24kWh、約 670円の節約
○必要なときだけつける（1時間の短縮）
　→　18.78kWh、約 410円の節約
○フィルターを月に1〜 2回は清掃する
　→　31.95kWh、約 700円の節約

室温を抑える工夫

・ドアや窓の開け閉めは少なくする　・カーテンやすだれなどで日差しを遮る
・扇風機を併用すると涼感アップ

※数字は 1台当たりの年間節
約電力と金額です
　kWh　１kWhとは、1kWの
電力量を 1時間続けたときの
消費電力量のこと。
１kW＝ 1000W。

冷房は 28℃に設定 ▼不必要な電灯は消す ▼

見ないときはテレビの電源OFF ▼

冷蔵庫は８割でとどめる▲
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ＬＥＤとは？
　ＬＥＤ（発光ダイオード）は、電流を
流すと光を発する半導体。小さくて軽い
うえ、寿命が長く消費電力が小さいので、
従来の白熱電球などと比べて電気代が安
く済みます。環境にもやさしく、省エネ
素材として注目されています。

ＬＥＤ防犯灯の特徴
①�管球の寿命が、蛍光灯型の約５倍（10
年）。
②�蛍光灯型に比べ、電気料が１基あた
り月に約 80 円安い。
③�二酸化炭素（ＣＯ２）排出量が削減で
きる（市内にある防犯灯をすべてＬ
ＥＤにすると年間約 12.8㌧の削減）。

庄
原
市
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
補
助
お
よ
び
取
替
え
補
助
制
度
を
創
設

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

地
域
で
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

34
　

ク
リ
ー
ン
で
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

「
原
子
力
発
電
」が
推
進
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
に

よ
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
抜
本
的
な
見
直

し
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、環
境
に

や
さ
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て「
太
陽

光
発
電
」に
注
目
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
と
は
？

　

太
陽
光
発
電
は
、屋
根
な
ど
に
太
陽
電

池
を
取
り
付
け
、太
陽
の
光
を
利
用
し
て

電
気
を
つ
く
り
ま
す
。環
境
に
や
さ
し
く
、

経
済
的
に
も
嬉
し
い
シ
ス
テ
ム
。太
陽
光
発

電
は
、発
電
時
に
二
酸
化
炭
素
や
排
気
ガ
ス

を
出
さ
ず
、騒
音
も
あ
り
ま
せ
ん
。環
境
に

と
て
も
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

す
。

　

た
だ
し
、太
陽
光
発
電
は
、晴
れ
の
日
以

外
は
あ
ま
り
発
電
で
き
な
く
な
り
、夜
間
は

発
電
が
で
き
ま
せ
ん
。電
気
が
不
足
す
る
分

は
、電
力
会
社
か
ら
購
入
し
て
使
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。（
下
図
参
照
）

　

市
は
、住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
さ
れ
る
方
へ
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
補
助
金
額　

シ
ス
テ
ム
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
３
万
５
千
円
で
上
限
は
14
万
円
。

省
エ
ネ
設
備
を
併
せ
て
整
備
す
る
と
、さ
ら
に
７
万
円
を
加
算
。

●
対
象
者　

市
内
に
在
住（
見
込
み
の
あ
る
方
を
含
む
）し
、市
内
の
住
宅
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
。※
詳
し
く
は
、環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係（
☎
０
８
２
４

−

７
２

−

１
３
９
８
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

庄
原
市
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
設
置
事
業
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
の
ほ
か
に
も
、グ

ル
ー
プ
や
地
域
で
取
り
組
め
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

今
、市
内
の
自
治
会
な

ど
で
、地
域
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
す
る
取
り
組
み
が
広

が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、住
民
生
活
の
安
全
確
保
、地
球

環
境
対
策
、防
犯
灯
の
維
持
経
費
の
削

減
を
推
進
す
る
た
め
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の

設
置
お
よ
び
既
設
防
犯
灯
を
取
り
換
え

る
住
民
自
治
組
織
に
対
す
る
補
助
制
度

を
創
設
し
ま
し
た
。

１　

庄
原
市
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

取
替
え
事
業
補
助
制
度

○
補
助
対
象
者

　

市
内
の
既
設
防
犯
灯
を
維
持
管
理
し

て
い
る
住
民
自
治
組
織（
自
治
振
興
区・

自
治
会
な
ど
）

○
補
助
要
件

　

市
内
に
防
犯
用
に
設
置
さ
れ
て
い
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
以
外
の
照
明
灯
を
、消
費
電
力
10

ワ
ッ
ト
以
下
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り
換
え
る
こ
と

※
柱
の
取
り
換
え
経
費
は
除
く
。

※
平
成
21
～
22
年
度
に「
庄
原
市
防
犯

灯
設
置
補
助
制
度
」を
活
用
し
て
設
置

し
た
、設
置
後
２
年
を
経
過
し
て
な
い
も

の
を
除
く
。

○
補
助
金
額

　

取
り
換
え
に
要
す
る
経
費
で
、限
度

額
は
１
基
当
た
り
３
万
５
千
円
。

※
こ
の
補
助
制
度
は
本
年
度
限
り
で
す
。

○
申
請
受
付
期
限
　
８
月
31
日（
水
）

２　

庄
原
市
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

設
置
補
助
制
度

○
補
助
対
象
者

　

市
内
の
住
民
自
治
組
織（
自
治
振
興

区・自
治
会
な
ど
）

○
補
助
要
件

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
灯
付
き
防
犯
灯
を
新
し

く
設
置
す
る
こ
と

※
た
だ
し
、平
成
21
～
22
年
度
に「
庄
原

市
防
犯
灯
設
置
補
助
制
度
」を
活
用
し

設
置
さ
れ
た
、防
犯
灯（
設
置
後
２
年
を

経
過
し
た
も
の
）に
つ
い
て
は
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
以

外
の
照
明
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
更
新
し
た

初
回
分
に
限
り
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

○
補
助
金
額

　

１
基
当
た
り
の
設
置
に
必
要
な
経
費

の
３
分
の
２
以
内
で
、限
度
額
は
５
万

円
。

　

こ
の
補
助
制
度
の
創
設
に
伴
い「
庄
原

市
防
犯
灯
設
置
補
助
制
度
」は
廃
止
し

ま
し
た
。

※
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
４

庄原市自治振興区
連合協議会　会長

永
ながい

井　忠
ただし

司　さん

メ
リ
ッ
ト
2

停
電・
災
害
時
に
役
立

ち
ま
す
！

　

突
然
の
災
害
で
長
期
間
停
電
に

な
っ
た
場
合
で
も
、太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
に
備
わ
っ
て
い
る
自
立
運
転
機

能
を
活
用
す
れ
ば
電
力
が
使
え
ま
す

（「
自
立
運
転
コ
ン
セ
ン
ト
」を
備
え

付
け
て
い
る
場
合
）。テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ

ン
な
ど
で
情
報
を
入
手
で
き
た
り
、携

帯
電
話
な
ど
の
充
電
、冷
蔵
庫
や
電
気

ポ
ッ
ト
な
ど
も
使
用
で
き
た
り
す
る

な
ど
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
と
て
も
役

立
ち
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
1

余
っ
た
電
気
を
売
る
こ

と
が
で
き
ま
す

　

太
陽
光
発
電
を
利
用
し
家
庭
で
作

ら
れ
た
電
力
の
う
ち
、自
宅
で
使
わ

な
い
で
余
っ
た
電
力
を
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

（
平
成
23
年
度
買
取
り
単
価
）42
円

で
10
年
間
電
力
会
社
に
売
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

☜ ☜

リサイクルプラザに設置の太陽光パネル

☀ ☁ ☂
発電パターン

朝 昼 夜 朝 昼 夜 朝 昼 夜

家庭内電力
消費パターン

太陽光発電でまかなっている部分
電力会社へ電気を買い取ってもらう分
電力会社から電気を買う分

出典：太陽光発電協会

　

防
犯
灯
は
、地
元
自
治
会
な
ど
が
維

持
管
理
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど

が
蛍
光
灯
型
で
、２
～
３
年
で
管
球
の
交

換
が
必
要
に
な
り
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ま

で
無
償
だ
っ
た
取
り
換
え
作
業
が
本
年

４
月
か
ら
有
料
化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

負
担
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
いっ
た
現
状
の
中
、他
市
の
事
例

を
ヒ
ン
ト
に
、防
犯
灯
の
交
換
に
対
す
る

補
助
制
度
の
新
設
を
連
合
協
議
会
と
し

て
市
に
要
望
し
、今
回
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
切

り
替
え
に
対
す
る
補
助
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、当
初
は
自
治
会
の
負
担

を
軽
減
す
る
目
的
で
し
た
が
、原
発
事
故

に
よ
る
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

中
、消
費
電
力
が
少
な
く
、環
境
に
や
さ

し
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
へ
の
交
換
を
市
内
の

各
地
域
が
取
り
組
め
ば
節
電
効
果
も
大

き
く
、省
電
力
に
貢
献
も
で
き
る
取
り

組
み
だ
と
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

私
自
身
も
原
発
事
故
を
機
に
、テ
レ
ビ
の

電
源
を
抜
い
た
り
、庭
の
電
灯
の
点
灯
時

間
を
短
く
し
た
り
す
る
な
ど
小
さ
な
節

電
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
う
いっ
た
意

識
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
連
合
協
議

会
の
中
で
も
確
認
し
、防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
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補
助
対
象
者

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
防
止
の

た
め
、有
害
鳥
獣
防
除
事
業
を
実
施
し
よ

う
と
す
る
個
人
ま
た
は
地
域
。

申
請
手
続
き

　

10
月
31
日（
月
）ま
で
に
印
鑑・資
材
購
入

領
収
証・設
置
状
況
写
真
を
用
意
し
、林
業

振
興
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室・産

業
建
設
室
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
支
払
い

　

申
請
書
の
審
査・現
地
検
査
後
、指
定

の
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

注
意
点

●
４
月
以
降
に
購
入・設
置
を
行
っ
た
も

の
が
対
象
で
す
。

●
電
気
牧
柵・ト
タ
ン
柵・ネ
ッ
ト・フェン
ス

な
ど
の
防
除
柵
の
設
置
は
、ガ
ー
ド
レ
ー

ル
な
ど
の
公
共
物
に
影
響
を
与
え
た
り
、

人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
細
心
の
注
意

を
払
い
ま
し
ょ
う
。

●
捕
獲
柵
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
許
可

を
受
け
る
に
は
、わ
な
猟
の
狩
猟
免
許
が

必
要
で
す
。

※
各
農
業
共
済
組
合
に
も
水
稲
共
済

加
入
者
を
対
象
と
し
た
同
様
の
補
助
事

業
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、県
北
部

農
業
共
済
組
合（
☎
０
８
２
４

−

６
６

−

３
１
１
１
）、県
東
部
農
業
共
済
組
合

（
☎
０
８
４
７

−

６
２

−

３
２
３
０
）に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
紙
は
Ｊ
Ａ
庄
原
各
営
農
セ
ン

タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
２
７

ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
室・産
業
建
設
室

補助概要

補助対象資材 補助率および金額

電気牧柵
トタン柵
ネット
フェンス

�原材料費の1/2 以内または60,000円のどちらか低い額
（同一年度１世帯当たり60,000円を限度）。
�地域で取り組む場合、原材料費の1/2 以内または地域の
世帯数×60,000円のどちらか低い額（同一年度地域の世帯数×60,000円が限度）。
経営面積が 2.6㌶以上の大規模農家は、同一年度 1世帯当たり120,000円が限度。

捕獲柵
�購入に要する経費の1/2 以内、1基当り80,000円が限度
（同一年度個人の場合 1基まで、地域の場合 3基までが限度）。

ご
み
の
分
別
も

節
電
効
果
あ
り

広
が
る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

の
取
り
組
み

　

実
は
ご
み
の
分
別
を
き
ち
ん
と
す
る
こ

と
で
節
電
に
つ
な
が
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？

　

私
た
ち
が
出
す
ご
み
は
、ご
み
処
理
施
設

で
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
に
際
し
て一

定
の
電
力
を
使
って
い
ま
す
。

　

分
別
が
不
十
分
だ
と
そ
の
分
施
設
の
稼

動
時
間
が
増
え
る
た
め
、消
費
す
る
電
力
も

増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。き
ち
ん
と
分

別
さ
れ
て
い
れ
ば
、処
理
施
設
内
で
の
分
別

作
業
な
ど
無
駄
な
時
間
を
削
る
こ
と
が
で

き
、結
果
消
費
電
力
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

ま
た
、余
分
な
焼
却
が
減
れ
ば
焼
却
に
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
そ
の
分
減
り
、Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
も
削
減
で
き
ま
す
。

環境政策課

竹
たけうち

内　良
よしみつ

満  課長

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
、窓
全
体
に
張
り

巡
ら
せ
た
ネ
ッ
ト
に
、き
ゅ
う
り
や
ゴ
ー
ヤ
な

ど
の
ツ
ル
植
物
を
絡
ま
せ
て
窓
を
覆
う
も
の

で
す
。窓
か
ら
差
し
込
む
日
光
を
遮
り
、室

内
温
度
の
上
昇
を
抑
え
ま
す
。ま
た
、植
物

の
蒸
散
作
用
で
周
囲
を
冷
や
す
効
果
も
あ

り
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
が
、全
国
の
企
業

や
学
校
な
ど
で
広
が
って
い
ま
す
。

市
役
所
で
も
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す

　

市
役
所
本
庁
舎
２
階
屋
上
に
縦
15ｍ
、横

10ｍ
の
ネ
ッ
ト
を
設
置
。幅
に
合
わ
せ
て
設

置
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
に
14
種
の
ツ
ル
植
物
を

植
え
、５
月
17
日
の
設
置
か
ら
順
調
に
生
育

し
て
い
ま
す
。市
役
所
で
は
、こ
の
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、昼
休
憩
に

は
執
務
室
の
消
灯
や
パ
ソ
コ
ン
電
源
を
切
る

な
ど
、消
費
電
力
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　市は、本年度も有害鳥獣（イノシシ）防除
事業を実施しています。
　地域で取り組むこともできます。詳しくは
ご相談ください。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、夏
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
の
抑
制
対
策
が
日
本
全
国
で

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
平
成
18
年
度
に
環
境
基
本
条
例

を
制
定
し
、健
全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
の

確
保
と
将
来
に
わ
た
って
自
然
環
境
が
良

好
に
維
持
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
に
は
環
境
基
本
計
画
を
定

め
、市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
所
な
ど
と
協

力
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
は
、ま
ず
は
私
た
ち
の
日
ご
ろ
の

生
活
を
見
直
し
、無
理
な
く
無
駄
を
省

く
運
動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

冷
房
温
度
を
28
度
設
定
に
す
る
、消

灯
を
徹
底
す
る
、電
化
製
品
を
エ
コ
製
品

に
す
る
、階
段
を
利
用
す
る
な
ど
、自
分

た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
や
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と
、自
家
用
車
を
使
わ
ず
公
共
交

通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
な
ど
も
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
、み
ん
な
で
取
り
組
み
継
続
す

る
こ
と
で
、大
き
な
成
果
を
生
み
、地
球

温
暖
化
防
止
活
動
に
も
大
き
く
貢
献
で

き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

林業振興課林業振興係　
☎０８２４−７３−１２２７

イノシシ防除事業を
ご活用ください
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